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な機能発現を達成した研究をまとめたものである。これまでに 7 報の原著論文が査読され、既に 6 報が受理され
ている。 
主な成果を要約すると以下の通りである。 
(1) ポリ(N-ビニルアセトアミド)と水や有機溶媒との相溶性に着目し、ポリ(N-ビニルアセトアミド)ゲルの力学
強度の制御を検討している。ゲルへ担持させる溶媒として低分子量ポリエチレングリコールやその誘導体を用
いることで劇的に高強度化することに成功している。 
(2) ポリ(N-ビニルアルキルアミド)と他分子との水素結合形成に着目し、ポリ(N-ビニルアルキルアミド)と水溶
性薬物であるタンニン酸からなる薄膜の形成に成功している。また、この多層薄膜を形成するために重要なポ
リ(N-ビニルアルキルアミド)の構造や、薄膜調製時の溶液等の要因を解明している。 
(3) ポリ(N-ビニルアミド)誘導体であるポリカチオンと、汎用的なポリアニオンとの静電相互作用に基づくポリ
イオンコンプレックスの形成-解離を駆動力とした薬物放出の制御を達成している。ポリ(N-ビニルアミド)ゲル
の表面部にポリイオンコンプレックスからなる薬剤放出制御層を形成することで、モデル薬物を pH やイオン
強度に応じて放出制御できることを見いだしている。 
 
以上のように、本論文は水溶性のポリ(N-ビニルアミド)と種々の水溶性ポリマーとの高分子間相互作用を解明
し、応用展開を目的に高強度や薬物放出制御など様々な機能発現を見出したものである。 
よって審査の結果、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
